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1．集客施設、防災機能等の具体イメージ
1）施設配置の前提条件の整理（現時点）
•国道の移設を前提とする
•都市計画範囲における公園・緑地の確保のため、対象敷地は県道71号線沿いの約6,300㎡とする
•集客施設には、情報発信機能、飲⾷・物販機能、収益施設、公共サービス施設、防災機能を導⼊する
•交通広場には、送迎バス、タクシー、⾃動⾞送迎⽤のロータリー、⽴体駐⾞場、⼆次交通の駐⾞施設・停留場所を導⼊する
•交通モードの円滑な乗換え、歩⾏者の回遊を促すため、⾼速船乗り場（漁港）⇔交通ターミナル⇔集客施設⇔⽴体駐⾞
場は、2階レベルの歩⾏者デッキで繋ぐ
•敷地範囲と接道道路の条件等を踏まえ、敷地へのアクセスはまち側の名護1号線、名護37号線を基本とする

道路区分（計画交通量［台/⽇］）幅員路線名
第3種第1級（20,000〜）30m国道58号線
第4種第2級（4,000〜10,000未満）30m県道71号線
第4種第3級（500〜4,000未満）14m名護1号線(港線⻄側)
第4種第3級（500〜4,000未満）16ｍ名護37号線

＜対象敷地及び接道道路の条件＞ ＜動線計画＞

送迎バス、タクシー︓名護37号線よりアクセス
⼀般⾞両︓名護37号線よりアクセス

国道58号
対象敷地緑地

県
道
71
号

名
護
37
号

国道58号

対象敷地

県
道
71
号

名
護
37
号

県道91号

県道84号

本部側
那覇側

那覇側
本部側
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1．集客施設、防災機能等の具体イメージ
2）必要機能及び規模
•集客施設には、情報発信機能、飲⾷・物販機能、その他の収益機能、公共サービス機能、防災機能を導⼊する。
•交通広場には、特定⾞両停留施設以外のバス（送迎バス、コミュニティバス等）、タクシー・⾃動⾞送迎⽤ロータリー、⼆次
交通の駐⾞施設、⽴体駐⾞場（レンタカー駐⾞スペース含む）を導⼊する。

⾯積(㎡)施設機能

220
総合情報案内コーナー

情報案内

情報発信
機能

レンタカー受付
事務所
休憩・待合スペース

休憩
-屋根付きデッキ

180トイレ・パウダーコーナー
5コインロッカー

-名護湾・⼣陽が⾒えるデッキ眺望・
シンボル

550
漁協直営⾷堂

飲⾷
飲⾷・物販

機能

⽔産物直売
特産品販売

190フードコート
-BBQスペース、ビアガーデン

100コンビニ物販
5⾃販機コーナー

20キッチンラボ
起業⽀援その他の

収益施設 150コワーキングスペース・交流ラウンジ
100アーバンデザインセンター－

公共サービス
機能

70観光案内所ー

360
イベントスペース

交流 多⽬的室
展⽰スペース（ギャラリー）

-会議室等
防災防災機能 -災害時の情報提供施設

50⾮常⽤発電機
150緊急物資保管場所

1,930歩⾏者通路等その他
4,080合計

①集客施設 ②交通広場
想定⾯積(㎡)原単位

（㎡/台）必要数施設
140 702送迎バス駐⾞

施設バス 420 706コミュニティバス（EVバス）
待機場所・充電施設

70 701送迎バス（乗⾞）停留
施設 70 701送迎バス（降⾞）

150 305待機場所操⾞
場所タクシー

40 202停留場所（⾞両を停留させる場
所）

80 204⾃動⾞送迎⽤
駐⾞施設 60 302カーシェア

70 701グリーンスローモビリティ、⾃動運転
40 202⾃動⾞送迎者⽤停留施設
ーーー駐⾞施設レンタカー

ーー誘導⾞線（⾞両が⾛⾏する⾞路）
ーー操⾞場所（⾞両が転回等をする場所）
ーー乗降場・旅客通路
ーー運⾏情報の案内施設

1,140⼩計
50 150駐輪場・レンタサイク

ル
⼆次交通の駐⾞施設 11 1.110シェアサイクル

5 0.510電動キックボード
66 ⼩計

9,690
建築⾯積︓2,00030323⽴体駐⾞場

（フリンジパーキング、P＆R駐⾞場）
6,000〜6,300合計

※今後の設計により変更となる可能性有
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1．集客施設、防災機能等の具体イメージ
3）整備イメージ

▼コワーキングスペース・交流ラウンジ

出典︓道の駅「やんばるパイナップルの
丘安波」HP

出典︓道の駅「ぎのざ」HP

〈その他の⺠間収益施設〉

〈公共サービス機能〉

▼フードコート▼⽔産物直売、特産品販売
〈物販施設〉

道の駅「いとまん」出典︓読⾕村漁業協同組合HP

▼コミュニティバス⾞庫

▼観光案内所

出典︓UDCイニシアティブHP（UDC松⼭）

▼展⽰スペース

出典︓道の駅「ぎのざ」HP

▼⽴体駐⾞場

豊⾒城市防災駐⾞場
出典︓(仮称)豊⾒城市防災駐⾞場提案書(概略)

名護市市⺠会館

▼アーバンデザインセンター

▼ランドマークタワー

博多ポートタワー
出典︓福岡市観光情報サイト ヨカナビ

※今後、収益性や
⺠間事業者の事業
意向等を踏まえ検討

※今後、収益性や⺠間事業者の事業意向等を踏まえ検討 ※今後、収益性や⺠間事業者の事業意向等を踏まえ検討
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1．集客施設、防災機能等の具体イメージ
４）平常時の機能図
•交通ターミナル（特定⾞両停留施設）との接続は、歩⾏者横断デッキで⾏い、2階の情報発信機能へつなぐ。
•2階の情報発信機能を起点に、1階の交通広場、2〜4階の他の機能へとアクセスするゾーニングとする。

国道58号

県
道
71
号 交通ターミナル

（特定⾞両停留施設）

チケット売り場
歩⾏者横断

デッキ

情報発信機能
情報案内コーナー事務所

休憩・待合
トイレ

コインロッカー

漁協直営⾷堂
⽔産物直売所
特産品販売
フードコート

コンビニ
⾃動販売機

飲⾷・物販機能

エントランス

キッチンラボ
コワーキングスペース・交流ラウンジ

トイレ

昇降施設
エントランス

収益施設

アーバンデザインセンター
イベントスペース

多⽬的室

展⽰室
事務室

公共サービス機能

駐⾞施設

送迎バス

コミュニティバス

タクシー

⾃動⾞送迎⽤

カーシェア

GSM・⾃動運転
乗降場
送迎バス

タクシー

⾃動⾞送迎⽤

駐輪場・レンタサイクル

シェアサイクル

電動キックボード

レンタカー

⼆次交通の駐⾞施設

⽴
体
駐
⾞
場

集客施設（2〜4階）

交通広場（1階）

展望デッキ

歩
⾏
者
横
断
ॹ
⑁
य़

展望デッキ（4階）
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1．集客施設、防災機能等の具体イメージ
5）災害時の機能図
•発災直後は、集客施設4階を中⼼に⼀時避難場所、防災備蓄、⾮常⽤インフラ、災害情報発信等を配置する。
•復旧段階は、1階の交通広場にて災害対応⾞の駐⾞スペースを確保し、2、3階の集客施設で災害情報発信やボランティア
の受⼊機能の確保、帰宅⽀援を⾏う。

国道58号

県
道
71
号 交通ターミナル

（特定⾞両停留施設）

チケット売り場
歩⾏者横断

デッキ

情報発信機能
情報案内コーナー事務所

休憩・待合
トイレ

コインロッカー

漁協直営⾷堂
⽔産物直売所
特産品販売
フードコート

コンビニ
⾃動販売機

飲⾷・物販機能

エントランス

キッチンラボ
コワーキングスペース・交流ラウンジ

トイレ

昇降施設
エントランス

収益施設

アーバンデザインセンター
イベントスペース

多⽬的室

展⽰室
事務室

公共サービス機能

駐⾞施設

送迎バス

コミュニティバス

タクシー

⾃動⾞送迎⽤

カーシェア

GSM・⾃動運転
乗降場
送迎バス

タクシー

⾃動⾞送迎⽤

駐輪場・レンタサイクル

シェアサイクル

電動キックボード

レンタカー

⼆次交通の駐⾞施設

⽴
体
駐
⾞
場

集客施設（2〜4階）

交通広場（1階）

⼀時避難場所

災害情報発信

帰宅⽀援

ボランティア受⼊

災害対応⾞
駐⾞スペース

災害情報発信

災害対応
関係者事務所

⼀時避難場所

災害情報発信

災害対応
関係者事務所

帰宅⽀援

⼀
時
避
難
場
所

災害直後の機能
復旧段階の機能

歩
⾏
者
横
断
ॹ
⑁
य़

展望デッキ（4階）⼀時避難場所、防災備蓄倉庫等
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1．集客施設、防災機能等の具体イメージ
6）施設配置の検討

施設配置の考え⽅
•交通広場の⼊⼝部（まち側）は交差点化し、市道への交通影響低減を図る
•⾼速バス・⾼速船との乗換えを踏まえ、交通広場は県道71号側に整備する
•駐輪場、その他のモビリティ駐⾞施設は県道71号沿いに配置し、交差点混雑を回避するため県道側に出⼊⼝を設置する
•集客施設2階は、主に観光客の利⽤を想定し、情報発信機能（休憩・待合空間、レンタカー受付）と飲⾷・物販施設を配
置し、 3階は、主に市⺠、就業者の利⽤を想定し、公共サービス機能と収益施設を配置する

緑地

交通広場

⾃転⾞・その他のモビ
リティ駐⾞施設

1階（交通広場）

コミュニティバス
駐⾞場

⽴体駐⾞場
スロープ

2階（集客施設）

3階（集客施設）

4階（展望デッキ）
※配置案はゾーニングレベルのイメージであり、軌跡の確認はできていません。
※想定の配置であり、今後の検討により変わる可能性があります。

※コミュニティバスは
交通広場からの
出⼊りを想定
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1．集客施設、防災機能等の具体イメージ

•名護市の⽴地特性からみた防災課題を踏まえ、総合交通ターミナルに求められる役割を整理した。
•総合交通ターミナルでは、垂直避難による⾼潮・津波対策の強化、防災備蓄や⼀時避難場所等の確保による防災環境の
整備充実、集客施設を活⽤した情報提供により、多様な利⽤者への避難誘導体制の整備が必要である。

７）地域防災計画における防災課題の整理

＜名護市における防災課題と総合交通ターミナルの役割（地域防災計画（R5.3）より⼀部抜粋）＞

総合交通ターミナルの役割防災課題⽴地特性

⇒垂直避難により⾼潮、津波対策の強
化を図る

⼤規模地震や津波対策の強化に取り
組む必要がある。

・県の地震及び津波の被害想定調査では、周辺で
最⼤震度６強の地震が発⽣することが予測されて
おり、建物被害及び⼈的被害の多くは地震に伴
う津波が原因となっている。

気
象

⾃
然
条
件

⇒緑地等のオープンスペースの確保、
集客施設での防災備蓄、⼀時避難場
所の確保により、防災環境の整備充
実を図る

⇒県道71号（伊佐川線）上の歩⾏者
デッキを活⽤し、安全な避難経路の
確保を図る

⽼朽建築物の建替えや狭隘道路の改良、
オープンスペースの確保等、市街地の
防災環境の整備充実を図る必要がある

安全な避難路、避難場所の確保を図
る必要がある。

・本市の既成市街地では、住宅密集地や⽼朽建築
物、袋⼩路、狭隘道路等が点在しており、改善が
必要となっている。

⼟
地
利
⽤

社
会
条
件

⇒施設内でバリアフリーに配慮した避難
経路確保を図る

共助による地域防災⼒の向上や⾃主
防災活動の活性化を推進する必要が
ある。

⾼齢者等の要配慮者に対する避難⽀
援体制の強化を図る必要がある。

・本市の総⼈⼝は緩やかな増加傾向にあるが、
2030年をピークに減少することが予測されている。
また、地区によっては、既に⼈⼝減少による若年
層の流出が顕著となっている。

⼈⼝
の
概況

・農村部を中⼼に、少⼦⾼齢化が進⾏している。

⇒発災直後の情報提供、避難誘導を⾏い、
多様な利⽤者への避難誘導体制を整備
する

帰宅困難者等への情報提供や避難誘
導、安全な避難場所の確保等の対策
を検討しておく必要がある。

・本市は昼間⼈⼝の⽅が多く、災害時には帰宅困
難者が発⽣するおそれがある。

昼夜
間
⼈⼝

災害時における観光客等の避難誘導
体制の整備を図る必要がある。

・市内の観光施設⼊込み数は、年間約 300万⼈で、
外国⼈観光客も減少傾向にある。

観光
⼊込
客数
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1．集客施設、防災機能等の具体イメージ

•名護市地域防災計画において、津波避難施設の要件として『津波の想定浸⽔深相当階の2階以上』が必要と定められてお
り、漁港エリア周辺では、名護市産業⽀援センター及び県営東江⾼層住宅が津波避難施設として指定されている。

８）地域防災計画における避難施設の考え⽅

＜津波避難施設等の要件＞

13階建て、SRC造
収容⼈数︓156名

出典︓沖縄県庁HP

県営東江⾼層住宅

名護市産業⽀援センター
7階建て、RC造(⼀部PC造)
収容⼈数︓324名

出典︓名護市商⼯会HP
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1．集客施設、防災機能等の具体イメージ
9）避難⼈数の想定
•名護漁港周辺は、津波浸⽔想定最⼤5〜10mであり、周辺の指定緊急避難場所は2箇所である。
•県営東江⾼層住宅の収容⼈数は156名、名護市産業⽀援センターの収容⼈数は324名である。総合交通ターミナル（集
客施設）は、約1,000㎡の展望デッキを設けると、災害時の収容可能⼈数は約500名※となる。

①県営東江⾼層住宅
13階建て、SRC造
収容⼈数︓156名

②名護市産業⽀援センター
7階建て、RC造(⼀部PC造)
収容⼈数︓324名

出典︓沖縄県庁HP 出典︓名護市商⼯会HP

現状の避難施設の位置

名護市総合交通ターミナル 集客施設
4階建て
想定避難⼈数︓500名※

総合交通ターミナルを含めた避難施設の配置

※避難スペースを2
㎡/⼈と仮定（ヒ
アリングより）
周辺の居住者、勤
務者、来訪者等を
踏まえた想定避難
⼈数は今後要検討

津波避難施設等の要件から、現時点では避難施設として位
置づけられるかは明確ではないが、漁港付近の避難をカバーす
る施設としては有効（漁港付近の従事者200⼈程度＋海
上交通・ターミナル利⽤者等）
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•総合交通ターミナルでは、ターミナル利⽤者及び中⼼市街地利⽤者のうち、総合交通ターミナル寄りにいる⼈が迅速かつ安全に
避難できる⼀時避難（垂直避難）機能を設ける。
•集客施設側では、垂直避難を想定した⼀時避難場所（集客施設4階及び⽴体駐⾞場の上層部）を確保する。

10）垂直避難の考え⽅

▼平常時と災害時の機能想定（集客施設）

1．集客施設、防災機能等の具体イメージ

第3回 名護市中⼼市街地まちづくり推進協議会資料より

災害時平常時
⼀時避難場所、災害情報発信、
防災備蓄倉庫展望台 等４F

（⽔が引いた後）
⼀時避難場所、会議室、災害情
報発信 等

住⺠が利⽤する公共サービス
機能、⺠間収益施設３F

（⽔が引いた後）
ボランティア受⼊、帰宅⽀援等

住⺠・観光客が利⽤する飲
⾷・物販機能、情報発信機
能等

２F

(⽔が引いた後)
災害対応⾞の駐⾞スペース

特定⾞両停留施設以外の⾞
両が利⽤する交通広場１F

１F︓交通広場

２F︓飲⾷・物販機能

３F︓公共サービス・
⺠間収益機能

４F︓展望デッキ

コミュニティバス駐
⾞場／⽴駐出⼊⼝

３F

２F

４F

⽴体駐⾞場 交通広場・集客施設

10m以上

５F

６F

＜交通広場・集客施設の断⾯イメージ＞ ＜中⼼市街地エリアにおける防災機能の考え⽅＞

※津波浸⽔想定⾼最⼤10m

避難スペー
ス

引き続き、津波避難施設として位置づけられるか、⽴体駐⾞場を含めた総
合交通ターミナルでの避難⼈数、市街地部との避難の役割分担を検討し
ていく
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•平時はレストランや売店を有する観光施設、災害時は海⽔浴客、公園利⽤者、市⺠が安全に避難できる津波避難タワーと
しての利⽤を想定している複合施設である。
•駿河湾に⾯した⽴地は、名護市街地とも類似している。

■事例紹介（静岡県伊⾖市 松原公園津波避難複合施設「テラッセオレンジトイ」）

・鉄⾻造、地上4階建て（地上18.8ｍ）
・避難スペースは3階以上（海抜14ｍ以上）
※津波浸⽔想定⾼10ｍ＋余裕⾼4ｍ

構造等

避難⾯積約600㎡
想定避難者約1,200⼈
【災害時】⼀時避難スペース、防災備蓄庫等
【平常時】地域交流の場、物販/飲⾷、観光情報等の発信

機能等

１F︓地場産品直売所、カフェ
２F︓フリースペース
３F︓レストラン
４F（屋上）︓BBQレストラン

商業施設

＜建物の様⼦＞＜位置図・施設の概要＞

出典︓静岡県GIS「第４次地震被害想定津波浸⽔（レベル２重合せ図）」

松原公園
津波避難複合施設

最⼤浸⽔深 5.0m 〜 10.0m
最⼤浸⽔深 3.0m 〜 5.0m
最⼤浸⽔深 2.0m 〜 3.0m
最⼤浸⽔深 1.0m 〜 2.0m

1．集客施設、防災機能等の具体イメージ

テラッセオレンジトイ https://t-orangetoi.com/
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２．周辺状況の報告
１）ジャングリアの開業（ 7/25（⾦））

• 各種交通対策等により、開園の影響による著しい渋滞は発⽣していない。
①バス・フェリーの利⽤促進 ⇒各地から乗り換えなしで直⾏できる「ジャングリアエクスプレス」を運⾏
②駐⾞場の分散配置とスマート化対応 ⇒敷地内のジャングリア沖縄パーキングは予約制

※イオン名護店屋上パーキングは9⽉末に定型パーキングとしての利⽤を休⽌
③⾞両アクセスルートの分散設定
④周辺道路・交差点の改良促進 等 JUNGLIAﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

https://junglia.jp/

乗り場⽅⾯

那覇空港/県庁前/国際通り⼊⼝那覇空港、那覇市内

名護漁港/名護市役所名護市内

北⾕ゲートウェイ北⾕

ｵﾘｴﾝﾀﾙﾎﾃﾙ沖縄ﾘｿﾞｰﾄ&ｽﾊﾟ/ｵﾘｵﾝﾎﾃﾙ
ﾓﾄﾌﾞ ﾘｿﾞｰﾄ&ｽﾊﾟ/ｶﾇﾁｬﾘｿﾞｰﾄ

オフィシャルホテル

記念公園前美ら海⽔族館

＜直⾏バスでのアクセス⽅法＞

■⾼速船を利⽤し、名護漁港からの直⾏便あり
（名護市観光情報センター10:05発）

■名護市役所バス停から直⾏便あり（６便/⽇）

＜中⼼市街地への影響（速報）＞
・ビッグデータで⾒
ると、2024年8⽉と
2025年8⽉の⽐較で
は、中⼼市街地の
来訪者数はほとん
どのエリアで増加
している（全体で
約6%増）。

沖縄観光地域カルテによる来訪者数 出典︓https://areakarte.ocvb.or.jp/karte
※各町丁⽬来訪者の重複も含む
※⽉次の来訪者数は、1⽇単位の来訪者数を1か⽉分⾜し上げた「延べ⼈数」を表⽰

6.1％増

前年⽐
来訪者数［⼈］

エリア
2025年8⽉2024年8⽉

3.3%79,76777,255城1丁⽬
7.8%56,51352,428城2丁⽬

37.2%28,83221,007城3丁⽬
9.8%5,4874,999名護漁港ｴﾘｱ
1.2%37,36436,927⼤中1丁⽬

30.5%32,35424,793⼤中2丁⽬
-10.3%45,65250,909⼤東1丁⽬

1.9%30,30829,753⼤東2丁⽬
6.1%316,277298,071エリア全体
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２．周辺状況の報告
2）AI オンデマンド交通 mobi

利⽤者数は開始から徐々に増加しており、
９⽉は約1,200⼈が利⽤（１⽇最⼤で55⼈が
利⽤）

• 沖縄県名護エリアで AI オンデマンド交通“mobi”が運⾏開始
名護市内⼀部エリアサービス提供エリア
2025 年 7 ⽉ 10 ⽇(⽊)から 2026 年 2 ⽉ 28 ⽇(⽉)までサービス提供期間
午前９時から午後 10 時までサービス提供時間
８名乗⾞可の⾞両⾞両
1 回乗⾞毎に、⼤⼈（中学⽣以上）500 円、⼦ども（⼩学⽣）
250 円
※幼児（未就学児）は、同伴者 1 名につき 2 名まで無料

料⾦

アプリまたは電話（電話受付時間︓午前 9 時から午後 7 時）利⽤⽅法
観光施設、公共施設、商業施設、病院等 247 箇所
（7 ⽉ 10 ⽇時点）
※乗降箇所については、ご利⽤状況を鑑みて適宜追加、削除を⾏う。

乗降箇所

沖縄セルラー（株） https://okinawa-cellular.jp/common/uploads/news_20250709.pdf



15

２．周辺状況の報告
３）21世紀の森公園の整備状況

21世紀の森公園周辺エリア活⽤推進事業事業名
・公募設置管理制度（Park-PFI）を活⽤して、21世紀の森公
園に新しいサービスを提供するとともに園内施設整備を実
施することで、名護湾沿岸基本計画で掲げられた「誰もが”
健幸”になれる海と陸のスポーツ＆レクリエーション拠点」
を実現する
・地元住⺠の⽇常的な公園利⽤と、観光客の誘致を図り、当
該エリアを核とした地域活性化を図る

事業内容

• 21世紀の森公園では、官⺠連携事業を推進中。飲⾷や物販、イベント、マリンアクティビティ等の施設を整備中で、2026年3
⽉からの順次供⽤開始予定。

• 市⺠会館側に⼤型遊具も整備中。
• 年度末に整備完了予定

（株）ゆがふホールディングス https://www.yugaf-hd.com/

※名称募集は現在は終了しています
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３. まちづくり組織の事例収集/アーバンデザインセンター
１）アーバンデザインセンターの事例収集

展⽰スペース

アーバンデザインセンター（UDC）
• 複合化した地域の課題に対して、公・⺠・学のそれぞれの⽴場で活動する様々な個⼈や組

織が、様々な場⾯で臨機応変につながり、協働して解決に取り組むコラボレーションを進める
ためのプラットフォーム。

• 「⼤学」や専⾨家は、新たな技術や理論を積極的にまちに応⽤すると共に、⻑期的・客観
的視点から⾒たコラボレーションの⽅向づけをする上で、重要な役割を担う。

• 公・⺠・学のマス・コラボレーションを地域主体で実践し、まちを創造する拠点。

アーバンデザインセンター⼤宮

交流スペース

作業スペース

信州地域デザインセンター

おおたクリエイティブタウンセンター

出典︓柏の葉アーバンデザインセンター「柏の葉アーバンデザインセンターの概要と活動」

出典︓ UDCイニシアチブ「全国のUDC」（R6.1)

図ー 全国のUDCマップ

出典︓ UDCイニシアチブ「全国のUDC」（R6.1)をもとに作成

※⾚枠の事例について詳細を調査



17

３. まちづくり組織の事例収集/アーバンデザインセンター

内 容項 ⽬
・将来像やコンセプト実現、地域価値の向上が主たる背景である。

【UDCK】次世代環境先進都市【UDCMi】スマートシティ【UDCIC】まちのブランディング
⇒空間デザイン調整も重視されているが、上位⽬標実現のための⼿段である。
⇒関係者で将来像（⼤⽬標）を共有しているため、活動の継続性・発展性も⾼いと考えられる。

UDC設⽴の背景・
意義

・組織であったり、プラットフォーム（場）であったり事例によって異なる。
【UDCK】任意法⼈【UDCMi】場（建物の名称）であり、事務局は別途設⽴した法⼈格を有する組織が担う
【UDCIC】場（建物の名称）であり、地域の建設コンサルタント会社に運営を委託

UDCの組織形態

・地域固有の事情が影響し、事例によって異なる。
【UDCK】任意法⼈で始まり、その後シンクタンク機能（⼤学主導）とエリアマネジメント機能（⺠間主導）の法⼈組織を設⽴
【UDCMi】UDC運営業務以外の各種事業運営を担う法⼈組織が設⽴された後、まちづくりとｽﾏｰﾄｼﾃｨの関係者の協議・調整の場として設置
【UDCIC】⼤学出資の企業に運営が委託されていたが（⾏政主導）、その後、⺠間主導となり、地域の建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ会社が運営を受託

組織体制の
発展プロセス

・⾃治体の関与の⽅法は、事例によって異なるが、スタート時は⾃治体も⽀援している。
【UDCK】公社を通じた⽀援（その後、市の⽀援に移⾏）
【UDCMi】市の⽀援
【UDCIC】市の⽀援は概ね⼟地の分譲が完了するまで（以降は⺠間主導）

※UDCK、UDCMiにおいても、将来的には⺠間主体の運営が想定されている。

⾃治体の役割

・３つの事例ともステークホルダーとなる⺠間事業者がUDCに関与し、資⾦的な負担も⾏っている。
【UDCK】⼤⼿デベロッパー 【UDCMi】大規模商業事業者 【UDCIC】⼤⼿住宅メーカー

⺠間事業者の
関わり

・地区内の⼤学⽴地の有無に関わらず⼤学は関与しているが、関与の度合いは事例によって異なる。
【UDCK】⼤学が⽴地し、UDCの運営にも深く関与
【UDCMi】まちづくりに関しては市内の建設・建築系の学部が関与
【UDCIC】センター⻑が⼤学の先⽣であり、地域活動に学⽣が参加

⼤学の関わり

概 要地区名（団体名）
・産学官が連携して最先端のまちづくりを実践することを⽬的として設⽴
・エリアマネジメント活動や景観整備機構としてデザイン調整を実施

①千葉県柏市柏の葉地区
（UDCK／柏の葉アーバンデザインセンター）

・新市街地であるみそのウイングシティのまちづくり推進を主の⽬的として設⽴
・まちのデザインやメンテナンス、IoT・AI等を活⽤したモビリティ導⼊等を実施

②埼⽟県さいたま市美園地区
（UDCMi／アーバンデザインセンターみその）

・地域ブランド化のために、交流イベント等まちづくり活動や情報発信・プロモーション等を実施③福岡県福岡市アイランドシティ地区
（UDCIC／ｱｲﾗﾝﾄﾞｼﾃｨ・アーバンデザインセンター）

名護市中⼼市街地でのまちづくり組織については、組織設⽴の⽬的・役割を明確にし、地域の取
組や事情に合わせた組織やプラットフォームを検討していく必要がある。
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４. 名護市中⼼市街地での動き

内容⽇時
勉強会①
・名護中⼼市街地まちづくり計画の素案と
進捗

・まちづくり住⺠会議とは︖
-名護市中⼼市街地のまちづくりにおけ
る住⺠会議の必要性

-「まちは誰のもの︖住⺠・地権者・事
業主・⾏政それぞれの視点から考える」
-本住⺠会議の運営について

第1回
（11⽉予定）

・名護市中⼼市街地では、名護⼗字路商店連合会が中⼼となり、名護市事業の理解促進や持続可能なまちづくり
を進めるための基盤となる多様な住⺠意⾒の集約、さらには地域活動の⽅向性を明確にし、実現に向けた取組
の推進、⾃治体等への提⾔を⽬的とした住⺠会議を今年度より開催する。

・⼀般住⺠（地域に居住する全世代）
・事業者、商⼯観光団体
・学校、教育関係者
・社会福祉関係者
・専⾨家（都市計画、地域福祉等）
・⾃治体職員 など

【会議参加予定者】

【体制（案）】

【開催予定】

城区⼤東区⼤中区港区東江区各区⻑
及び名護⼗字路商店連合会主催

（⼀社）全国空き家ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ協議会
沖縄県名護⽀部協⼒

名護⼗字路商店連合会事務局

【堺東駅前商店街のまちづくり事例】
・商店街清掃活動（⽉1回1h/メインは清掃後の
モーニング交流会）

・ガシバル（堺東まちなか逸品バル）
・ガシ横マーケット→ガシフリ
・堺東 壁プロジェクト
・コミュニティ界隈（コワーキングスペース）
・⾃転⾞マナーアップ
・まちづくり部会と世話役会
・堺東フードフェス、沙界妖怪まつり など

※以後、複数回開催予定

①住⺠会議の発⾜ ②P型⽀援事業の取組（R7中⼼市街地・商店街等診断・サポート事業）

内容⽇時
研修会「商店街とまちづくり」
講師︓⽮本 憲久⽒
（堺東駅前商店街振興組合/⼤阪府商店街振興組合連合会）

10⽉15⽇（⽔）
14:00〜16:00

研修会の開催状況
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４. 名護市中⼼市街地での動き
③ジャングリア沖縄との連携
・名護⼗字路商店連合会とジャパンエンターテイメント社の交流企画として、ジャングリア沖縄で働く従業員や地域住⺠の交流イベ
ント「JEナイト」を実施。

【名護⼗字路商店連合会へのヒアリング結果】

JEナイトイベント名

・株式会社ジャパンエンターテイメント（以下JE
社）従業員に対し、名護⼗字路商店街の対象店舗
にて使⽤できる専⽤クーポン券を発⾏。（クーポ
ン券使⽤期限︓2025年10⽉31⽇）

・クーポン券を使ってJE社従業員及び家族・関係者
へと名護まちを楽しんでいただき、商店街の
ファンになっていただくことを⽬標に、JE社×名
護⼗字路商店連合会の共同開催イベントを実施。

内容

令和7年9⽉16⽇(⽕)〜10⽉31⽇(⾦) 

※9⽉16⽇〜18⽇の3⽇間のみセレモニーを開催
▼イベントプログラム（案）
19:30〜19:40 開会挨拶及びイベント趣旨の説明
19:45〜20:15 エイサー演舞
20:20〜20:25 JE社従業員お⾒送り・閉会

実施期間

連合会加盟店、未加盟店、名護社交飲⾷業組合員
※未加盟店、名護社交飲⾷業組合員は有償参加事業者

【セレモニーイベントの様⼦】

・セレモニーイベントは、⼤変盛り上がり、ジャングリア沖縄からは是⾮継続していきたいとの意向あり。
・⼀⽅で、ジャングリア沖縄への来訪者が名護市街地へ⽴ち寄っているかどうかの実感については、地域
としての実感はない状況が続いており、まずは従業員など定住者の市街地への回遊を促進させたい。
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４. 名護市中⼼市街地での動き/名桜⼤学の取組
・名桜⼤学では、国際観光学部の各ゼミやサークル活動にて、名護市中⼼市街地に対して商⼯会や⺠間事業者と協働した取
組を実施。学部横断のプロジェクト学習において、地域課題の解決と地域資源の活⽤に取り組んでいる。

【名桜⼤学RESAS研究会の活動状況】
・サークル活動として、学⽣が主体
的にテーマを設定し、沖縄RESAS
チャレンジ杯などを⽬指して、研
究している。

【名桜⼤学のプロジェクト学習】
・学⽣⾃らが地域社会の課題・問題を解決していく過程で、⾃らの社会⼈基礎⼒に必
要な主体性、創造性、計画性を獲得することを⽬的とした、課題解決型の実践的授
業「プロジェクト学習」を2017年度より開講している。

・授業では特に、北部の12町村を中⼼に地域課題の解決と地域資源の活⽤に焦点を当
て、学⽣たちの地域貢献と⾃⼰成⻑を促している。

地域や名桜⼤学の取組を踏まえ、中⼼市街地の活性化を⽬指す。また、
これらの取組状況をまちづくり組織のあり⽅の参考とし、検討を進める

出典︓名桜⼤学HP（キャンパスライフより）

出典︓名桜⼤学HP
（ 2025年10⽉7⽇/最新情報）

【名桜⼤学RESAS研究会の研究テーマ】

・中⼭コーヒー園と協働した県産コー
ヒーのマーケット拡⼤

・名護市街地の交通課題検討
・ハジチを活⽤したタトゥーツーリズ
ムのコンテンツ造成 など

【事例】名桜⼤学とあなぶきグループが共同で地域課題の解決⽅法を探求する産学連携プロジェクト
学習を実施

プロジェクト学習全体⽇程及び概要


